
オンライン配信で会場の講義を生中継！

会場周辺の地図→会場周辺の地図→

オンライン視聴は
当院のホームページ
から事前にお申込み
ください。

会場入場は事前予約・１０名さまです。

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

お問合せ・ご予約
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

　加齢などによって、運動器が衰えたり、障害
が起きる「ロコモティブシンドローム」。これが
脊柱管狭窄症につながることがあります。首
から背中の疾患を専門とする整形外科医が、
専門的な視点で要因と予防策を解説します。

ロコモティブシンドロームと腰部脊柱管狭窄症
～ロコモを知って予防しよう！～

医学講座
参
加
無
料

オンラインで
自宅視聴も！

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

6月２2日（水）
14：00から

日 時 講 師

戸口 淳  医師
ふれあい横浜ホスピタル

当院のホームページ上に動画をアップ！

公開日以降に、
当院のホームページの中で
動画を自由に
ご視聴いただくことが可能です。

※インターネット環境が必要です。
　（Wi-Fiでの視聴をお勧めしております。）

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

　「血液透析療法」が健康保険の適用に
なってから、50年もの間、透析シャントの管
理には、ほぼ一貫した原則・“常識”がありま
した。しかし、患者さまの背景の変遷ととも
に、新しい方法に注目が集まりつつあります。
その内容をわかりやすく説明いたします。

シャント管理の新常識　

講 師
ふれあい東戸塚ホスピタル　
腎臓内科・透析治療担当  井上 純雄  副院長

Web動画 お好きな時間にPC ⁄ スマホ ⁄タブレットで何度でも！
医学講座視

聴
無
料

６月29日（水）から公 開

定
期
の
が
ん
検
診
が
確
実
な
予
防
に
！

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
未
受
診
に
リ
ス
ク

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

乳
が
ん
専
門
医
が
検
診
・
診
療
を
実
施

今
春
か
ら
村
山
章
裕
医
師
の
外
来
も
開
始

フ
ォ
ロ
ー
や
、
他
院
で
視
触
診
の

み
を
受
け
ら
れ
た
方
の
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
も
可
能
で
す
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
券
が
届
い
た

方
は
、
是
非
、
当
院
で
の
ご
受
診

を
お
考
え
く
だ
さ
い
」。

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１

て
、
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
村
山
章
裕
医
師
は
、
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

　
「
乳
が
ん
は
、
30
歳
を
超
え
た

あ
た
り
か
ら
、
罹
患
・
死
亡
数
と

も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
症
状
が

出
る
前
は
も
ち
ろ
ん
、
気
に
な
る

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
受

診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
院
の
乳
腺
外
科
で
は
、
乳
が

ん
を
専
門
と
す
る
医
師
が
外
来
を

担
当
し
、
エ
コ
ー
や
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
な
ど
の
検
査
機
器
も
あ
り
ま

す
。
横
浜
市
の
が
ん
検
診
事
業
と

連
携
し
、
乳
が
ん
検
診
だ
け
で
な

く
、
再
検
査
の
必
要
が
あ
る
方
の

　

日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
は
、

が
ん
で
す
。
大
腸
や
胃
な
ど
の
消

化
器
系
が
目
立
ち
ま
す
が
、
女
性

に
限
定
し
て
着
目
す
る
と
、
乳
が

ん
の
罹
患
数
が
最
も
多
く
、
死
亡

数
は
最
新
の
統
計
で
１
万
５
０
０

０
人
を
超
え
て
い
ま
す
（「
が
ん

の
統
計
」
２
０
２
２
よ
り
）。

30
代
か
ら
増
加
傾
向

　

乳
が
ん
罹
患
者
の
増
加
に
つ
い

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
「
乳
腺
外
科
」
で

は
、
横
浜
市
の
乳
が
ん
検
診
の
実
施
や
、
乳
が
ん
の

検
査
、
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。
大
腸
・
胃
・
肺
・
子
宮
・

乳
房
・
前
立
腺
の
種
類
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
年
齢
や
費
用
（
補
助
額

を
含
む
）、
受
診
条
件
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
横
浜
市
の

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

発
見
で
き
て
い
な
い
だ
け

　

感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
に

よ
っ
て
、
こ
の
数
年
、
国
内
で
は
、

が
ん
検
診
の
受
診
者
が
減
少
し
、

発
見
に
至
っ
て
い
な
い
が
ん
罹
患

者
が
、
社
会
に
多
く
潜
ん
で
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
は
、
感
染
症
対
策

を
し
て
医
療
を
行
な
っ
て
い
る
の

で
、
必
要
な
医
療
は
し
っ
か
り
と

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

横
浜
市
で
は
、
提
携
の
医
療
機

関
（
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

な
ど
）
で
の
市
の
「
が
ん
検
診
」

の
受
診
に
は
、
費
用
の
補
助
が
あ

　

が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に

は
、
症
状
が
な
い
う
ち
か
ら
、
定

期
的
に
「
が
ん
検
診
」
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

が
ん
は
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
治

療
法
の
選
択
肢
が
増
え
、
治
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。
早
期
発
見
に
は
、
が
ん
検
診
が
必
要
で
す
。

 横浜市のがん検診（横浜市HPを基に作成）

年齢と検査項目検診の種類

大腸がん

胃がん

肺がん

子宮頸がん

乳がん

前立腺がん

40歳以上の男女

40歳以上の男女

■ 問診　■ 便潜血検査

■ 問診  ■ 胸部Ｘ線検査

40歳以上の女性

50歳以上の男性

■ 問診  ■ 頸部細胞診検査

■ マンモグラフィ検査単独

■ 問診  ■ 血液検査

20歳以上の女性

50歳以上の男女
■ 問診  ■  内視鏡検査
■ 問診  ■ Ｘ線検査（バリウム）

■ 視触診およびマンモグラフィ検査

ふれあい横浜ホスピタル
乳腺外科

村山 章裕 医師

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
整
形
外
科

学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で 

骨
や
関
節
の
専
門
治
療

　
　

  

高
齢
女
性
に
多
い
理
由
と

              

今
か
ら
で
き
る
予
防
方
法

　

高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。
自
覚
し
に

く
い
病
気
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
骨
折
し
て
、
初
め
て
そ
の
発
症
に
気

付
く
人
が
多
く
、
意
識
的
に
検
査
を
受
け
て
、
予
防
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
へ
の
通
院
に
は
、
JR
東
戸
塚
駅
西
口
か
ら

出
て
い
る
病
院
の
無
料
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
同
院
で
整
形
外
科
を
担
当
し
て

い
る
黒
沢
秀
樹
医
師
に
、扱
っ
て
い
る
疾
患
や
診
療
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
「
骨
粗
鬆
症
」
と
は
、
骨
密
度

が
低
下
し
て
、
骨
が
損
傷
し
や
す

く
な
る
病
気
で
す
。
国
内
に
お
い

て
、
こ
の
病
気
に
該
当
す
る
人

　
Ｑ
．
整
形
外
科
で
扱
っ
て
い
る

内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
整
形
外
科
で
は
、「
運
動

器
の
疾
患
」が
対
象
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、【
立
つ
】【
歩
く
】【
物

を
持
つ
】
な
ど
の
体
を
動
か
す
た

め
に
必
要
な
部
分
の
支
障
に
対
応

す
る
診
療
科
に
な
り
ま
す
の
で
、

骨
・
関
節
・
靭
帯
・
腱
・
神
経
・

は
、
自
覚
が
な
い
人
を
含
め
る
と

１
０
０
０
万
人
以
上
も
存
在
し
、

そ
の
多
く
が
女
性
で
あ
り
、
閉
経

後
に
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
日

筋
肉
な
ど
を
診
ま
す
。

　

診
察
対
象
は
、
若
年
層
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
こ
と
も
、
整
形

外
科
の
特
徴
で
す
。
学
生
の
方
の

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
捻
挫
を
扱
う
こ

と
も
あ
れ
ば
、
働
き
盛
り
の
方
の

仕
事
中
の
受
傷
や
、
高
齢
者
特
有

の
骨
の
病
気
も
扱
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
最
近
、
多
く
な
っ
て
い
る

疾
患
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．日
本
で
は
高
齢
化
が
進
み
、

受
診
内
容
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
変

形
性
関
節
症
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

「
関
節
疾
患
」
や
、
変
形
性
頚
椎

症
な
ど
の
「
脊
椎
疾
患
」、
骨
が

折
れ
や
す
く
な
る
「
骨
粗
鬆
症
」

な
ど
が
、増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
内
容
に
対
し
、
当

院
（
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ

ル
）
で
は
、
治
療
ま
た
は
予
防
に

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、

速
や
か
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
な
ど

を
は
じ
め
、
各
種
の
検
査
を
実
施

し
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
栄
養
指
導
を
行
な
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
院
が
所
属
す
る
医

本
整
形
外
科
学
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

骨
量
と
骨
質
の
関
係

　

骨
の
強
度
は
、
骨
量
と
骨
質
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
運
動
不
足

や
寝
た
き
り
生
活
で
骨
へ
の
負
荷

が
不
足
す
る
と
、
骨
量
は
減
少
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
な
ど

の
欠
乏
は
、
骨
密
度
・
骨
質
の
低

下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
減
少

　

そ
し
て
女
性
で
は
、
ホ
ル
モ
ン

が
大
き
く
関
係
し
ま
す
。

療
グ
ル
ー
プ
に
は
、
急
性
期
病
院

も
あ
り
、
連
携
（
紹
介
等
）
が
可

能
で
す
の
で
、
安
心
感
あ
る
医
療

体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
先
生
か
ら
、
整
形
外
科
の

受
診
に
関
し
て
、
一
言
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

Ａ
．
な
か
な
か
解
消
さ
れ
な
い

痛
み
や
し
び
れ
は
、
動
く
と
い
う

行
為
に
対
す
る
「
不
安
」
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
い
ず
れ

重
篤
化
を
招
き
、
生
活
水
準
の
低

下
の
引
き
金
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
お
若
い
方
で
も
、「
痛
み
が

あ
っ
て
も
動
く
か
ら
大
丈
夫
」
と

放
置
せ
ず
、
痛
み
は
早
め
に
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
足

の
痛
み
や
腕
の
し
び
れ
な
ど
で

も
、
整
形
外
科
で
早
め
に
診
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

■
取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

　

健
康
な
骨
で
は
、
新
陳
代
謝
を

繰
り
返
し
、
骨
を
壊
す
働
き
（
骨

吸
収
）
と
、骨
を
つ
く
る
働
き
（
骨

形
成
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
つ
り
合
っ

て
い
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
「
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
」
に
は
、
骨
吸
収
を
緩
や
か

に
す
る
効
果
が
あ
る
の
で
す
が
、

閉
経
を
迎
え
る
と
、
こ
の
ホ
ル
モ

ン
が
減
少
し
て
い
く
た
め
、
骨
吸

収
の
速
度
が
上
が
っ
て
骨
形
成
を

上
回
り
、
骨
が
ス
カ
ス
カ
で
も
ろ

く
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
、
女
性
に
骨
粗
鬆
症
が
多
い
背

景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
常
的
な
予
防
意
識
を

　

骨
粗
鬆
症
の
対
策
と
し
て
、
日

常
生
活
で
で
き
る
こ
と
＝
上
表
参

照
＝
が
あ
る
の
で
、
実
践
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

骨
粗
鬆
症
は
、
な
か
な
か
自
分

で
は
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
病

気
な
の
で
、
自
ら
予
防
意
識
を
も

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

骨粗鬆症の予防対策
食 事

運 動

骨の形成に必要な成分を摂取！
日常的な献立に取り入れましょう。

ビタミンＤ

カルシウム

卵・鮭・サンマ・カレイ・
キクラゲ・椎茸など

●紫外線を浴びることで、
  皮下でビタミンＤを生成
●骨に負荷をかけることで、
  骨をつくる細胞が活発化

キャベツ・ブロッコリー・ニラ・
ホウレンソウ・納豆など

乳製品・小魚・大豆製品・小松菜
チンゲンサイ・干しエビなど

ビタミンKビタミンK

骨を丈夫にするために
日光を浴び、運動をしましょう。 キ

リ
ト
リ

ふれあい東戸塚ホスピタル
整形外科

黒沢 秀樹 医師

骨 粗 鬆 症

2022年５月
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介護付有料老人ホームシニアホテル横浜
JR 関内駅 または
地下鉄伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分

横浜市中区万代町２－３－３

��������������� 日ノ出川
公園

大通り公園
伊勢佐木
長者町駅

関
内
駅
首
都
高万代町１丁目

ココ JR地下鉄

施設見学会施設見学会施設見学会

ご予約・
お問合せ

各日２組様まで

045-681-2951

介護付有料老人ホームシニアホテル横浜

６月11日　 ～６月26日土 日
完全予約制

一般的な高齢者施設は、通院サポートは敬遠されがち。
さらに、医療支援は内科の訪問診療が多く、
整形外科疾患や泌尿器疾患の場合は、家族が対応しなくてはならないこともあります。
しかし当施設では、階下の「ふれあい横浜ホスピタル」に
整形外科や泌尿器科をはじめとする多くの診療科があるので、
このような家族の負担や心配事が解消できる環境です。
透析施設も併設されているので、人工透析が必要な方も是非ご相談ください。

６５歳以上

階下への通院サポート（透析、内科、整形外科ほか）

心身状態の変化による転居の必要なし

自立 要支援 要介護

病院１階受付

ロビー（17階）

レストラン（18階）

病院正面入口

ホテルだった建物を
改装。

立地や眺望の良さ、
ゆったりとした
居室などを

ご体感ください－。

同じ建物には
協力病院

「ふれあい横浜ホスピタル」
があり、

24時間の緊急時対応、
通院サポート
が可能

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

東戸塚エリア
または
横浜市内の
医療・介護系施設

080（9455）2394
担当/タケシロ

㈱メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募

　

○
…
戸
塚
区
に
あ
る
「
ふ
れ

あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で

院
長
を
務
め
て
い
ま
す
。「
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
、
医
療
者
だ
け

で
な
く
多
く
の
方
が
、
感
染
症

や
予
防
に
つ
い
て
、
正
面
か
ら

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
院
で
は
、
以
前
か
ら

感
染
症
対
策
に
力
を
入
れ
、
自

ら
“
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
施
設
”

と
名
乗
る
ほ
ど
、
幅
広
い
ワ
ク

チ
ン
を
扱
っ
て
き
ま
し
た
」。
織

本
院
長
自
身
も
、
一い
ち

医
師
と
し

て
「
総
合
診
療
内
科
」
の
外
来

を
受
け
持
ち
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
金
沢
大
学
卒
業
後
、
同

大
関
連
病
院
や
癌
研
究
所
の
ほ

か
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工

科
大
学
の
施
設
で
幹
細
胞
の
研

究
を
行
な
っ
て
き
た
経
験
が
あ

り
、
が
ん
治
療
や
再
生
治
療
な

ど
、
最
先
端
医
療
に
深
い
知
識

を
有
し
ま
す
。「
今
や
医
学
は
、

治
療
よ
り
も
予
防
に
重
き
を
置

く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
世
界
で

は
、
高
血
圧
や
悪
性
腫
瘍
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
開
発
も
進
ん
で
い

ま
す
。
発
病
し
て
服
薬
治
療
を

生
涯
続
け
て
い
く
よ
り
、
ワ
ク

チ
ン
で
予
防
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
経
済
的
負
担
が
軽
く
す
み
、

薬
に
対
す
る
耐
性
の
問
題
や
変

異
株
の
登
場
に
も
、
有
効
性
が

み
ら
れ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る

か
ら
で
す
」。
声
色
か
ら
、
未
来

の
医
学
に
明
る
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

○
…
医
療
機
関
の
管
理
者
と

し
て
、こ
の
数
年
の
状
況
を
「
利

他
性
」
を
再
認
識
す
る
機
会
で

あ
る
と
説
き
ま
す
。「
感
染
症
は

自
身
の
罹
患
だ
け
で
な
く
、
他

者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

そ
し
て
目
で
は
見
え
な
い
の
で
、

抽
象
的
な
概
念
の
理
解
を
要
し

ま
す
。『
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
』

と
い
う
考
え
で
は
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ず
、
他
人
を
思
い
や
る

と
い
う
本
能
的
な
気
持
ち
（
利

他
性
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
看
護
や
医
療
は
、
利
他
性

に
基
づ
い
て
い
る
姿
に
脚
光
を

浴
び
、
改
め
て
社
会
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
場
で
は
、
着

実
な
内
容
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
、

真
摯
に
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り

　
　 

医
療
は「
利
他
性
」の
体
現
化

織本 健司 医師
 （おりもと けんじ）　　　　

ふれあい東戸塚ホスピタル 院長
【総合診療内科】

医学博士
I CD（インフェクションコントロールドクター）

医
療
の
発
達
で
ワ
ク
チ
ン
も
進
化

治
療
に
加
え
、予
防
医
療
も
積
極
推
進

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　

東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ

ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、「
総
合
診
療
内
科
」
で
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
治
療
の
ほ
か
、
各
種
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

肥
満
か
ら
糖
尿
病
へ

　

現
代
人
は
、
過
食
や
運
動
不
足

に
よ
っ
て
肥
満
に
な
り
や
す
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
肥
満
は
、
耐
糖

な
っ
て
、糖
尿
病
を
発
症
し
ま
す
。

総
合
診
療
内
科
の
取
扱
い
内
容

　

肥
満
は
、糖
尿
病
だ
け
で
な
く
、

高
血
圧
症
な
ど
も
引
き
起
こ
し
、

さ
ら
に
高
血
圧
症
は
心
疾
患
な
ど

の
病
気
の
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、「
総
合
診
療
内
科
」
で
糖

尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
診
療
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
科
の
外
来

診
療
を
担
当
し
て
い
る
織
本
健
司

院
長
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」

で
紹
介
＝
に
、
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　
︱
︱
︱
貴
院
の
「
総
合
診
療
内

能
（
血
糖
を
処
理
す
る
能
力
）
障

害
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。
初
期
に

肥
満
を
解
消
す
れ
ば
、
正
常
に
戻

り
や
す
い
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
し
ま
う
と
、「
糖
尿
病
」

に
か
か
っ
て
し
ま
う
人
も
い
ま

す
。
明
ら
か
に
肥
満
が
原
因
で
発

症
し
た
糖
尿
病
は
、「
肥
満
糖
尿

病
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

肥
満
に
な
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
必
要
性
が
増
し
ま
す
。
こ
の
異

常
事
態
に
、
体
内
で
糖
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
消
費
、
ま
た
は
蓄
え

る
作
用
（
糖
代
謝
）
を
支
え
て
い

る
す
い
臓
な
ど
の
組
織
が
、
全
力

で
対
応
し
ま
す
。
こ
れ
が
長
く
続

く
こ
と
で
、
血
糖
の
処
理
に
次
々

と
異
常
が
起
こ
り
、
糖
代
謝
の
サ

イ
ク
ル
が
狂
っ
て
し
ま
い
、
体
内

の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
作
用
が
重

科
」
の
外
来
診
察
日
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
「
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
毎
日
、

午
前
・
午
後
に
診
療
枠
を
設
け
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
に
起
因
す
る

病
気
（
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な

ど
）
の
ほ
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

行
な
っ
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
貴
院
で
扱
っ
て
い
る
主

な
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
、風
疹
ワ
ク
チ
ン
、

麻
疹
ワ
ク
チ
ン
、
お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
、Ａ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
破
傷
風
ワ

ク
チ
ン
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
年
齢
や
、
妊
娠
の

有
無
、
発
熱
な
ど
に
よ
っ
て
、
接

種
が
制
限
さ
れ
た
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
自

治
体
か
ら
の
受
診
券
や
指
示
に
基

づ
い
た
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

ふれあい東戸塚ホスピタルで接種可能なワクチン

＊2022年4月現在／税込表示

ふれあい東戸塚ホスピタル
045-827-2637

（シーズン前に決定）

麻疹                             4,400円
風疹                            4,400円
帯状疱疹（１回/水痘）         8,250円
帯状疱疹（2回/   「シングリックス」）   25,000円
おたふくかぜ               4,400円
肺炎球菌                     8,250円
Ａ型肝炎                      6,820円
Ｂ型肝炎                      4,070円
破傷風                         3,520円
インフルエンザ
新型コロナウイルス

通
称

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

詳
し
く
は
当
院
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
」

　

︱
︱
︱
特
に
今
、
注
目
す
べ
き

ワ
ク
チ
ン
は
あ
り
ま
す
か
？

　
「
今
は
、
予
防
医
療
と
い
う
も

の
が
進
み
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が

増
え
て
お
り
、
国
が
推
奨
し
て
い

る
も
の
は
、
当
院
で
も
同
じ
よ
う

に
推
奨
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
も
話
題

の
『
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
』
は
、

現
在
の
も
の
が
“
第
二
世
代
”
と

な
る
も
の
で
、
以
前
と
は
異
な
る

ワ
ク
チ
ン
で
す
。
帯
状
疱
疹
は
、

疼
痛
が
ひ
ど
か
っ
た
り
、
後
遺
症

を
抱
え
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
50
歳
以
上
の
方
に
は
、
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
ワ
ク
チ
ン
の
一

つ
で
す
」。

　
︱
︱
︱
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

■
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８
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や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

学
生
と
と
も
に「
チ
ー
ム
医
療
論
」

を
学
び
、
臨
床
現
場
に
お
け
る
実

践
力
を
身
に
付
け
ま
す
。そ
し
て
、

６
年
間
の
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
っ
て
、
現
代
の
医
療
社
会
に
即

応
で
き
る
力
を
培
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
体
感
！

　

今
年
度
は
、
新
校
舎
の
「
薬
学

部
棟
」
に
て
、
薬
学
を
体
感
で
き

る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
す
。
一
般
的
な
研
究
室
は
個

室
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、同
大
で
は
、

１
つ
の
大
き
な
部
屋
に
複
数
の
研

究
者
の
机
や
実
験
機
器
を
配
置
す

る
こ
と
で
、
異
な
る
分
野
同
士
の

交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
「
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
」を
採
用
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、実
際
の
研
究
室（
ラ

ボ
）
の
見
学
や
、
機
器
、
研
究
概

要
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
新
し
い
薬
学
部
棟

へ
足
を
運
び
、
臨
床
一
貫
型
の
薬

学
を
体
感
し
て
み
て
は
。

■
湘
南
医
療
大
学 

入
試
事
務
室

☎
０
４
５・８
２
１・０
１
１
５

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
「
湘
南

医
療
大
学
」
は
、
２
０
２
１
年
春

に
「
薬
学
部
医
療
薬
学
科
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
こ
の
学
部
で
は
、

「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
」
を
養
成

す
る
た
め
に
、【
薬
学
教
育
】【
臨

床
現
場
】【
研
究
】
の
３
つ
の
立

場
が
連
携
す
る
「
臨
床
一
貫
型
連

携
教
育
体
制
」
が
あ
り
ま
す
。

　

病
院
・
薬
局
実
務
実
習
で
は
、

大
学
教
員
と
病
院
薬
剤
師
に
よ
る

協
働
の
指
導
体
系
を
確
立
。
チ
ー

ム
医
療
で
は
、
同
大
の
看
護
学
科

に
な
る
内
容
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の

で
、
是
非
、
友
人
や
保
護
者
と
一

緒
に
参
加
を
！
現
在
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
話
で
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、
神
奈
川
県
下
最
大
級

の
医
療
グ
ル
ー
プ
「
ふ
れ
あ
い
グ

ル
ー
プ
」
に
所
属
し
て
い
る
特
長

を
最
大
限
に
活
か
し
、
医
療
現
場

の
声
を
反
映
し
た
授
業
や
実
習
を

展
開
。
知
識
や
技
術
と
と
も
に
、

臨
床
で
求
め
ら
れ
る
即
戦
力
を
身

に
付
け
ま
す
。
ま
た
、姉
妹
校「
湘

南
医
療
大
学
」
へ
の
編
入
学
、
研

修
に
よ
る
幅
広
い
認
定
資
格
の
取

得
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制
度

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
へ
の
夢
は
、
茅
ヶ
崎
看

護
専
門
学
校
で
実
現
を
！

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

　
「
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
」
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
す
（
参
加
申
込
制
）。

　

当
日
は
、
現
役
の
看
護
学
生
が

参
加
し
、
来
校
者
の
技
術
体
験
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
学
生
生
活
の

質
問
な
ど
を
受
け
ま
す
。
進
路
を

決
め
る
上
で
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

看護師になるための第一歩  

 現役の看護学生と話せる！
　実り多きオープンキャンパス 

茅ヶ崎看護専門学校

2021年開設の薬学部  

薬学・臨床・研究の一貫教育
     臨床に強い薬剤師へ！

湘南医療大学

横浜新道

西口
東戸塚駅

ココ

オープンラボ▲◀模擬授業

JR東戸塚駅
西口から
徒歩12分

申込み・問合せ

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48
☎045-821-0115
　　　　　　　　　（入試事務室）
https://sums.ac.jp

湘南医療大学
「薬学部 医療薬学科」

（６年課程）

6年間の授業内容や、就職先などを質問できる個別相談のほか、
在校生によるキャンパス紹介、過去問題を使った入試対策も行ないます。

美しく機能的で、コミュニケーションが図れる
キャンパスにて、皆さまをお待ちしております♪

開設！
２０21年４

月

病院
薬学部棟

OPEN Campusスケジュール
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

開催
45

29 30 31 2 3
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開催
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申込み・問合せ

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿390
☎0467-86-6011
　　　　　　　　　（入試相談室）
https://www.chigakan.ac.jp

茅ケ崎駅
1

新
湘
南
Ｂ
Ｐ

ココ茅ケ崎駅
北口から

路線バス

バス停「辻
東」

徒歩５分

6月18日 土 13：00～16：00
7月２日 土 13：00～16：00

参加申込みは
こちらから！

オープンキャンパス

●現役の看護学生との触れ合い
●技術体験
●学生生活のＱ&Ａ 　　
●座談会　           など

茅ヶ崎看護専門学校

保護者の方やご友人との参加大歓迎！！保護者の方やご友人との参加大歓迎！！

自
分
の
課
題
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
！

個
別
メ
ニュ
ー
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
や
る
気
倍
増

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ポ
ー
ト
範
囲
を
知
っ
て
お
こ
う
！
②

ケ
ア
マ
ネ
は
最
初
か
ら
頼
れ
る
身
近
な
存
在

機
能
の
障
害
に
は
、
理
学
療
法
士

が
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
担
当

し
、
日
常
生
活
動
作
の
訓
練
や
認

知
症
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
は
、
作
業
療
法
士
が
行
な
い
ま

す
。
口
腔
ケ
ア
や
発
語
練
習
に
長

け
た
技
術
を
も
つ
言
語
聴
覚
士

は
、
一
人
ひ
と
り
の
口
腔
状
態
を

見
極
め
て
、
丁
寧
な
訓
練
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
「
利
用
者
さ
ま
の

心
と
体
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、

楽
し
く
効
果
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。　

取
材
協
力

テ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
、
国
家
資
格

を
も
つ
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
多
く
所
属

し
、
本
格
的
な
内
容
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

骨
折
や
脳
梗
塞
で
起
き
る
運
動

　

集
団
体
操
は
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ

と
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
作
り
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

個
別
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

も
立
案
さ
れ
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
空
い
た
時
間
に
自
分
の

ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
自
分
に
合
っ
た
負
荷
の
メ

ニ
ュ
ー
な
の
で
、
挑
戦
し

が
い
が
あ
る
」「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
蓋
を
開
け
る
、

茶
碗
を
持
つ
な
ど
、
自
分

が
今
、
乗
り
越
え
た
い
内

容
が
訓
練
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
や
る
気
に
な
る
」

と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

※
感
想
は
個
人
に
よ
る
も
の
で
す
。

国
家
資
格
を
も
つ
療
法
士

　

病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
だ
け
で

な
く
、自
宅
ま
で
の
送
迎
や
入
浴
、

食
事
の
ほ
か
、
集
団
体
操
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。

集
団
で
も
個
人
で
も

　

病
院
内
で
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
提
供
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
鶴
見

ホ
ス
ピ
タ
ル
。
医
療
機
関
で
の
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
楽

し
く
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

運
動
機
能
の
リ
ハ
ビ
リ
は
理
学
療
法
士
が
担
当

て
い
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
な
い
ま
す
。

「
初
心
者
」
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も

　

介
護
保
険
を
初
め
て
利
用
す
る

際
は
、「
難
し
い
制
度
で
は
？
」

と
構
え
て
し
ま
う
人
が
多
く
い
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ー
ト
時

の
不
安
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相

談
で
き
ま
す
。
介
護
保
険
に
関
す

る
幅
広
い
知
識
を
も
っ
た
心
強
い

専
門
職
で
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
多
く
は
、

自
治
体
か
ら
指
定
を
受
け
た
「
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
」
な
ど
に
所

属
し
、
介
護
認
定
を
受
け
た
要
介

護
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
適
切

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
各
種
の

書
類
の
作
成
や
、
関
係
機
関
へ
の

連
絡
・
調
整
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

担
当
の
利
用
者
宅
を
定
期
的
に
訪

問
し
、
心
身
の
状
態
や
現
在
抱
え

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
利

用
す
る
た
め
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
な
ど
で
登
場
す
る
「
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
」（
介
護
支
援
専
門
員
）

は
、
介
護
保
険
制
度
の
導
入
に

よ
っ
て
で
き
た
資
格
で
す
。

ちょっとのぞいてみました
高 齢 者 施 設病院

通所リハ

ふれあい鶴見ホスピタルでは、通所リハビリテーションの利用者
を募集しています。施設の見学や詳細・リハビリの具体的な
相談は直接、ふれあい鶴見ホスピタルにお問合せください。

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が、各分野の専門訓練を実
施。感染症対策を徹底し、安心できるリハビリ空間を提供しています。

ふれあい鶴見ホスピタル ☎045-586-1717鶴見区東寺尾
4-4-22

Vol.10

      感染症対策（一部）

1お迎え時の検温
2 送迎車内での手指消毒
3 急な発熱等はお迎えの上、
    外来受診へ
4 送迎車・施設内の消毒と
    換気、職員のマスク着用、
    衛生管理の徹底

ケアマネジャーの主な役割

要介護者や家族からの相談 給付管理

ケアプランの作成や管理要介護認定

要介護者や要介護者の家族から寄
せられる相談に対応し、希望に沿っ
た介護サービスを提案します。

支給限度額の確認、利用者
負担額の計算、利用票や
給付管理票を作成します。

課題分析や目標を設定したケアプラ
ンを作成し、介護サービス開始後は、
要介護者を訪問し､目標達成・サービ
スへの不満などを確認します。

市町村から委託を受け、要介護者の
自宅を訪問し、心身の状態を確認
します。また、更新申請に関する
書類作成の代行業務を行ないます。
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会場へ入場参加ができます〈事前予約制〉

会場周辺の地図会場周辺の地図

会場参加には
事前予約が必要
です（20名様まで）。
オンライン参加は、
当院ホームページで
視聴方法をご確認
ください。

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅

首
都
高
速

京急線

池
谷
戸

JR

1
シャトルバス
乗場
★お問合せ・ご予約

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

　これから暑い季節がやってきます。夏本
番に向けて、正しい水分補給の理解がで
きていますか？実は、水分補給は「飲む」だ
けではありません。食事から上手に水分を
補給する方法と、夏バテ防止の食事につ
いて、当院の管理栄養士が解説します。

健康な身体は食事から 食事で夏バテ予防！

医学講座
参
加
無
料

会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

6月２3日（木）
13：00~14：00

日 時 講 師

石橋さつき 管理栄養士
ふれあい鶴見ホスピタル

アプリ「Zoom」を使ってご視聴ください

◆ミーティングID・・・・
　　　
◆パスコード・・・・・
　　　

910 0915 9275

069643 予約
不要

開始１０分前〔6/24金１４：５０〕以降
に上のQRコードからご参加を。
※事前に「Zoom」のインストールが必要です。

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

　学校の環境に馴染めないことなどによっ
て、通学できないお子さまがいます。一人ひと
りの状態像に合わせた関わり方が大切であ
り、今回の講座では、事例を通して関わり方
をお伝えします。当院専属の公認心理師が、
視聴者さまからの質問にも、お答えします。

学校に行きづらい子どもたちへの対応　

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

６月24日（金）15：00～16：00〈予定〉日 時

講 師
康心会汐見台病院 小児科　
  心のはぐくみ診療部  竹田 知子 公認心理師

手
術
後
の
限
定
さ
れ
た
期
間

「
回
復
期
」に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
な
う
効
果

専
門
病
棟
を
有
す
る
医
療
機
関
も

　
　
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

  

趣
味
を
取
り
入
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
プ
ラ
ン

国
家
資
格
を
も
つ
療
法
士
が
立
案

目
標
に
掲
げ
、
筋
力
の
バ
ラ
ン
ス

や
歩
行
の
訓
練
、
下
半
身
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
て
、
お
一

人
で
で
き
る
『
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
』の
プ
ラ
ン
も
作
成
し
ま
し
た
」

活
動
的
な
性
格
を
活
か
し
て

　
「
ご
入
院
か
ら
約
１
カ
月
で
自

立
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
病
室
内

の
み
の
行
動
か
ら
、
次
第
に
病
棟

内
で
の
活
動
に
範
囲
を
広
げ
、
無

事
に
ご
退
院
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
当
院
の
『
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
』を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
一
人
で
散
髪
に
出
掛
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
ご
退
院
後

の
ご
様
子
ま
で
見
守
り
続
け
て
い

ま
す
」。※
症
例
に
よ
り
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

■
リ
ハ
ビ
リ
が
実
を
結
ん
だ
症
例

は
、
こ
の
他
に
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ

タ
ル
（
☎
０
４
５・５
８
６・１
７

１
７
／
鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の

22
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
太
田
Ｐ
理
学
療
法
士

Ｔ
）「
Ａ
さ
ま
は
、
別

の
急
性
期
病
院
で
約
半
月
の
脳
出

血
治
療
を
経
て
、
当
院
の
『
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
』

へ
転
院
さ
れ
て
来
た
患
者
さ
ま
で

す
。
下
肢
の
脱
力
バ

ラ
ン
ス
障
害
が
主
症

状
で
、
歩
行
困
難
を

抱
え
て
い
る
状
態
で

し
た
」

メ
ニ
ュ
ー
に
工
夫

　
「
発
症
前
は
、
ジ

ム
に
通
わ
れ
て
い
た

活
発
な
方
で
あ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
お
一
人
で
出

か
け
ら
れ
る
こ
と
を

　

脳
出
血
と
、
背
骨
と
膝
の
け
が

を
負
っ
た
Ａ
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
を

担
当
し
た
、
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス

ピ
タ
ル
の
太
田
颯
理
学
療
法
士
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
、「
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
が
あ
り
ま
す
。
専

門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
療
法
に
よ
っ
て
、
患
者
の
早
期

回
復
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

前
に
近
い
状
態
ま
で
回
復
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
す
専
門
的
な
病
棟
を

設
置
し
て
、
退
院
後
の
生
活
の
質

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。そ
の
専
門
病
棟
は
、

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
手

術
後
４
カ
月
～
１
年
後
の
活
動
性

や
歩
行
能
力
に
も
、
影
響
を
も
た

ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
手

術
後
、
早
期
か
ら
集
中
的
な
リ
ハ

ビ
リ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
日
常

生
活
で
の
自
立
度
が
高
ま
り
ま

す
。

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
日
本
整

形
外
科
学
会
）
で
は
、
手
術
後
６

カ
月
間
は
リ
ハ
ビ
リ
を
行
な
う
こ

と
を
推
奨
し
、
リ
ハ
ビ
リ
開
始
後

３
～
６
カ
月
間
で
疼
痛
の
軽
減
や

足
の
柔
軟
性
、
筋
力
向
上
の
効
果

が
出
る
と
し
て
い
ま
す
。

専
門
的
な
内
容
が
必
要

　

手
術
後
、
早
く
退
院
で
き
た
と

し
て
も
、
手
術
前
の
移
動
手
段
よ

り
一
段
階
下
の
状
態
（
例
／
杖
つ

き
歩
行
で
あ
れ
ば
、
歩
行
器
補
助

下
の
歩
行
）
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
医
療
機
関
で
は
、
手
術

　

け
が
な
ど
の
手
術
で
入
院
し
た

場
合
に
、「
回
復
期
」
と
呼
ば
れ

る
時
期
に
集
中
的
で
多
角
的
な
リ

ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
重
要
で
す
。

　
「
大
腿
骨
頚
部
／
転
子
部
骨
折

TEL 045-586-1717（代）
詳しくはお問合せを !

起 床 着替え 朝 食検 温

入 浴
昼 食

整 容夕 食排 泄
就 寝

理学療法

作業療法

私たちが、患者さまそれぞれに
合ったリハビリを計画し、
専門療法を実施いたします。

ふれあい鶴見ホスピタル所属の
理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

生活全てがリハビリに！

ふれあい鶴見ホスピタル
回復期リハビリテーション病棟

取 材 協 力

 

歳
を
過
ぎ
る
と
ほ
ぼ
症
状
が
！

長
寿
国・日
本
で
は
避
け
ら
れ
な
い「
白
内
障
」対
策

康
心
会
汐
見
台
病
院
・
眼
科

た
っ
た
１
泊
２
日
で
可
能
！
白
内
障
手
術

〈
取
材
協
力
〉

要
な
『
静
的
視
野
検
査
』
や
、
広

い
範
囲
を
検
査
で
き
る
『
動
的
視

野
検
査
』
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
院
で
は
、眼
科
医
の
ほ
か
に
、

眼
科
検
査
等
に
関
す
る
国
家
資
格

を
も
つ
視
能
訓
練
士
が
所
属
し
て

お
り
ま
す
。
目
の
検
査
に
関
し
て

も
、
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

　
︱
︱
︱
外
来
診
療
日
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
「
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、

眼
科
外
来
を
開
設
し
て
お
り
ま

す
。
常
勤
医
師
の
ほ
か
、
横
浜
市

立
大
学
附
属
病
院
の
医
師
（
非
常

勤
医
師
）
な
ど
を
招
き
、
丁
寧
な

診
察
や
手
術
を
提
供
し
て
お
り
ま

す
。
磯
子
区
内
唯
一
の
総
合
的
な

病
院
と
し
て
、
広
い
分
野
で
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
眼
科
治
療
を
提
供
す

る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
」。

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

濁
っ
た
水
晶
体
を
超
音
波
で
粉
砕

し
て
取
り
除
き
、
人
工
水
晶
体
で

あ
る
眼
内
レ
ン
ズ
（
直
径
６
㎜
）

を
後
嚢
に
挿
入
す
る
方
法
で
す
。

　

白
内
障
は
、
多
く
の
患
者
さ
ま

が
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
が
可
能
な
手
術
で
あ
り
、
70
歳

前
後
に
手
術
を
す
れ
ば
、
回
復
も

早
く
、
そ
の
後
の
生
活
の
質
が
向

上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

是
非
、当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

　

︱
︱
︱
目
の
検
査
に
つ
い
て

も
、
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
。

　
「
緑
内
障
の
診
断
と
治
療
に
必

ま
す
。

　

白
内
障
の
治
療
に
関
し
て
は
、

視
力
の
低
下
や
目
の
か
す
み
が
日

常
生
活
に
支
障
が
な
い
初
期
の
段

階
で
は
、
ピ
レ
ノ
キ
シ
ン
製
剤
や

グ
ル
タ
チ
オ
ン
製
剤
に
よ
る
点
眼

治
療
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

白
内
障
が
進
行
し
て
、
日
常
生

活
に
支
障
が
み
ら
れ
る
場
合
に

は
、
手
術
を
検
討
し
ま
す
。
当
院

で
は
、
基
本
的
に
１
泊
２
日
で
入

院
手
術
を
行
な
っ
て
お
り
、
現
在

は
『
超
音
波
乳
化
吸
引
術
』
を
主

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
眼
科
科

長
を
務
め
て
い
る
金
田
英
蘭
医
師

に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
︱
︱
︱
扱
っ
て
い
る
病
気
や
治

療
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
金
田
医
師
・
以
下
同
）「
一
般

外
来
で
は
、
白
内
障
、
斜
視
、
網

膜
硝
子
体
疾
患
、
緑
内
障
な
ど
、

眼
科
全
般
の
診
療
を
行
な
っ
て
い

　

磯
子
区
で
内
科
系
か
ら
外
科
系
ま
で
、
複
数
の
診
療
科
を
も
つ
唯
一
の
病
院
と

し
て
、
広
い
分
野
で
手
術
を
含
め
た
医
療
を
提
供
し
て
い
る
「
康
心
会
汐
見
台
病

院
」。
眼
科
の
外
来
診
療
は
、
平
日
の
全
て
の
曜
日
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
均
寿
命
が
80
歳
を
超
え
る
日

本
に
お
い
て
は
、
誰
も
が
注
意
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
病
気
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

白
内
障
に
よ
る
水
晶
体
の
濁
り

は
、
長
く
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。

放
置
し
た
ま
ま
で
は
、
症
状
は
良

く
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
症
状
の

進
行
具
合
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

片
目
だ
け
が
進
行
す
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
両
目
が
同
時
に
進
行
し
て

い
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
片
目
だ

け
の
症
状
の
人
は
、
次
第
に
も
う

片
方
の
目
に
も
白
内
障
の
症
状
が

出
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

白
内
障
は
緩
や
か
に
進
む
の

で
、
あ
る
程
度
進
行
し
な
い
と
自

覚
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
40

歳
を
過
ぎ
た
ら
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
＝
上
表
＝
な
ど
を
意
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

目
の
健
康
は
、
生
活
の
質
と
大

き
く
関
わ
り
ま
す
。
不
安
や
症
状

を
抱
え
て
い
る
人
は
、
早
め
に
眼

科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ズ
の
役
割
を
し
て
い
る「
水
晶
体
」

が
濁
っ
て
し
ま
い
、
光
が
通
り
に

く
く
な
り
、
視
力
が
低
下
す
る
病

気
で
す
。
主
な
症
状
に
は
、
視
界

が
全
体
的
に
か
す
ん
だ
り
、
光
を

ま
ぶ
し
く
感
じ
、
視
力
が
落
ち
、

だ
ぶ
っ
て
見
え
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

一
般
的
な
白
内
障
は
、
老
化
に

よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。
早
い
場
合

は
、
40
歳
前
後
で
発
症
し
、
80
歳

を
過
ぎ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に

白
内
障
の
症
状
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
で
す
（
日
本
眼
科
学
会
Ｈ
Ｐ
よ

り
）。

　

そ
の
よ
う
な
病
気
の
中
で
多
い

の
が
、「
白
内
障
」
と
い
う
目
の

病
気
で
す
。

水
晶
体
の
濁
り
で
視
力
が
低
下

　

白
内
障
と
は
、
目
の
中
の
レ
ン

　

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
目
の

不
調
を
抱
え
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
進
行
す
る

も
の
に
、「
老
眼
」が
あ
り
ま
す
が
、

他
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 　

視
界
が
全
体
的
に
か
す
ん
だ
り
、
光
を
異
常
に
ま
ぶ
し
く
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
？
加
齢
が
原
因
の
「
白
内
障
」
で
は
、
目
の
中
の
「
水
晶
体
」
が
濁
り
、
光
が

通
り
に
く
く
な
っ
て
、視
力
が
落
ち
ま
す
。40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、注
意
し
ま
し
ょ
う
。

白内障の可能性を
簡単チェック！

物がぼやける、かすんでいる
片目で見ると二重に見える
近視が急に進み、メガネの
度を何回も変えている

夕方、あたりが暗くなると
急に見えなくなる
夏の太陽光が特にまぶしい
夜間の車の運転が怖い
テレビのテロップが見えない
対向車のヘッドライトを
見ると真っ白になる

このリストは目安です。視力や目に不安がある場合は
速やかに眼科を受診し、検査・診断を受けましょう。

１つでも該当したら、要注意！

康心会汐見台病院
眼科 科長

金田 英蘭 医師
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